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高松・まちづくりふれあいトーク～市民と市長の対話集会～ 第 14 回会議録 
 

日  時 平成１９年８月６日（月）  午後７時００分 ～ ８時３０分 

場  所 松島コミュニティセンター  

○市長            ○市民政策部長      ○総務部長          ○財務部長  
○健康福祉部長    ○病院部長          ○環境部次長      ○産業部長   
○都市整備部長    ○消防局次長      ○水道局次長      ○教育部長  
○文化部長 

出席者 
（市） 

事務局 ７人 

市  民 ８７名 

概  要 

１  開会 
２  市長あいさつ 
３  資料等説明 
４  意見交換 

意見交換 
市民 
 
 
 
 

 
 
市長 
 
 
 
 
 
 
 
 
関係部長 
 
 
 
関係部長 
 
 
市民 
 

 
①高潮対策について，平成 1６年の高潮災害があった場所が一部，まだ改修されてい
ない箇所があるので，早急に対応してほしい。 
②この前の台風４号で，福岡会館については，避難勧告がでないと避難所として使

用できないという問題があった，自主避難で使用するようにできないか。 
③コミュニティセンターで防災本部をつくる必要性があると思うのだが，市ではど

う考えているか。 
 
この前の４号台風では，避難勧告をだすかどうかギリギリの選択で，対応するこ

とになった。②については，夜間，常時人がいない施設であり，以前，高潮で被害

を受けた経緯もあるので，自主避難場所としては問題があると考えている。今年度

中に，ハザードマップを作成し，避難所についても位置付けることとしている。 
③コミュニティセンターで防災本部をつくることに関しては，３年前の災害の教訓

が活きていると思うのだが，前回の台風時には，災害対策本部と現場での情報のや

りとりはうまくいっていたので，コミュニティセンターに本部を置くことより，災

害対策本部と，更に現場との情報交換を充実させる方向で対応したい。 
 
自主的な取組をしていただき，ありがたく思っている。総務部の防災対策室と連

携をとり，ご意見・提言などをいただきたい。また，以前の高潮被害を教訓に，現

場に職員を配置し，直に災害対策本部に情報が流れる体制をつくっている。 
 
① 以前の高潮被害があった未改修箇所の早期完成については，県のアクションプロ

グラムに沿って，計画的に改修することとしている。 
 
① 工場の排煙と騒音について，市の方で測定してもらえないか。 
② 御坊川でのごみの不法投棄対策を強化してほしい。 
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③ 川底のヘドロを除去してほしい。 
 
①については，公害の規制が厳しい現状で，守られていないということは無いと思

うが，環境対策は十分やっていくつもりで，特に，下水道の整備は雨水対策（洪水

対策）も含めて重点的にやっていく。 
②は難しい問題だが，河川の場合は原因を究明しながら，環境美化に対して，継続

して対策をとる。 
 
①法令の規制対象となる工場については，届出審査・立入検査を実施しており，規

制対象とならない工場については，苦情がでれば，随時，立入検査を行うこととし

ている。また，市が独自に公害規制数値を測定することについては，可能であり，

測定結果後，規制値内でも，事業主側に指導はできると考えている。 
③御坊川は県管理なので，地元の意見として，県に要望をしていく。 
 
小学校の登下校では述べ４００人ぐらいが見守り隊として活動しており，民生委

員を中心として，高齢者対策も充実していると自負しているが，中心に刑務所があ

るのが気にかかる。移転等何とかならないか。 
 
市の中心部に，素晴らしいコミュニティの力があるのに敬服するとともに，今後

も拡大，向上していただきたい。刑務所は国の管轄であるが，不足しているのが現

状で，なかなか建替え問題までは難しいと思うが，地元にそういう要望があるとい

うことは伝えていく。 
 
① 琴電の立体交差を何とかしてほしい。 
② 市会議員の数を減らしてほしい。 
③ 市職員の数を減らしてほしい。 
 
①４年前に，県と琴電の財政事情により休止している。地元からの立体交差化につ

いて，強い要望があるのは承知しているが，公共空間でいえば，もし，実現すれば，

高架により，分断される感じがより強くなるのではないかという面もあり，私自身

で現場にいってよく見て，真剣に検討したい。 
②現在５１名の議員がいるが，合併特例での数であり，現在の条例数では４０名で

あるので，現条例を改正しなければ，４０名にはなるが，議員数は議会が主導で決

めることになる。 
③職員数の適正化計画を策定し，平成２３年度までの５年間で，４３1名（10.4％）
の職員を削減することとしており，地方分権の中で，コミュニティとの協働等によ

り，職員数が減っても，同等の仕事ができるようにする。 
 
① ３年前の１６号台風での高潮被害状況を検証すると，東京製鉄横の貯木場を埋め

立てれば，この辺は被害がなくなるので，どうにかしてほしい。 
② 被害状況や高潮の現状等をケーブルテレビ（５チャンネル）を利用して，放映し

てほしい。 
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③ 被害があれば，原因を探して，地元に知らせてほしい。 
④ 自転車のマナーを子どもに徹底的に教育をしてほしい。 
 
①防災のためだけに，埋め立ては難しいと思うが，検討したい。 
②災害時の情報伝達については，検討しているが，併せて，現場の情報が伝わる体

制づくりを進めていきたい。 
③私が常日頃，言っている「情報公開」と「説明責任」ということだと思うので，

しっかりと対応したい。 
④自転車はまちづくりのキーワードにしたいと考えており，県警・国・県・市等で

自転車に関する協議会も立ち上げている。ハード（自転車道）・ソフト（マナーアッ

プ）の両面から総合的に考えて，取り組んでいく。 
 
高潮時には，現地基地を設けて，迅速な情報伝達に努めており，ライブカメラ，

動画転送システムも導入しているので，今後，どのような情報公開がよいのか検討

する。 
 
① 市の施策は，財政の裏づけがあるのか。 
② 行財政改革計画で財源不足を補えば良いという考えはいかがなものか。 
③ コミュニティ連絡会を連絡協議会に格上げして，コミュニティを最上位組織とし

て位置づけていただきたい。 
 
①目標像をきちっと定めて，財政面の状況を見極めながら，市の施策（総合計画）

を定めることとなる。財政面では，起債残高を抑制しており，借金を減らすことに

重点を置いている。市の施策は以前より，絞ったものとなる。 
②行財政改革計画では，財源目標ももちろん大事だが，市民と協働して，仕事を行

うことにより，少ない経費で最大限の効果が上がるようにしていきたいと考えてい

る。 
③現在は，自治会など縦割りの組織の中で，横割りのコミュニティを位置づけると

いう過渡期にあり，コミュニティ組織を中心としたまちづくりを推進する。８月か

ら市政の総合企画を担当する企画課を市民政策部として再編し，市民本意の政策，

企画立案をすることにしている。 
 
市の総合体育館の前で，混雑時のバス・タクシーの交通を何とかしてほしい。 

 
総合体育館利用の大きなイベントがあった時，福岡町のプール駐車場など限られ

た駐車スペースを有効活用して，混雑解消に努めたい。 
 
道路拡幅等は，家屋があるため，非常に難しいが，交通対策については，警察と

連携をとって対応したい。 
 
体育館の敷地の中に，掲示板等を設置して，車を誘導してくれないか。 
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大きなイベントでは，警備員等の配置や昇降場所などについて，指導を徹底して

いく。 
 
市の行事なら出来ると思うが，一般の行事のときは，出来ないと思う。 

 
主催者に対して，昇降場所など注意事項を厳守するよう，その都度，要請する。 

 


